
 

 

  《第２学期の終業式～校長講話より～（要点のみ抜粋）》 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

学校教育目標 ： 命とふるさとを大切にする子どもの育成 

目指す児童像  : 《 －はきはき－ －てきぱき－ －にこにこ－ 》 

☆いつも まなぼうとする子 ☆りりしく たくましい子  ☆やさしく たすけあう子 

２０１８年１２月２１日 

Ｎｏ．１０ 

TEL ４６－２６５５ 

FAX ４６－２６５４ 

心も体も元気な子どもを育成するために 家族みんなではやね・はやおき・あさごはんを実践しよう!! 

入谷小校長室だより 

文責：校長 髙橋 有 

２学期の勉強が今日で終わり，いよいよ明日から冬休みです。 
新年を迎えると，「今年の目標」などを考えると思います。そのため 
には，今年 1 年の振り返りが大切です。ところが，「振り返る。反省 
する。」というと，だいたい悪かったこと，できなかったことを考え 
てしまいがちです。振り返る時の基本は「反省はするが後悔はしない」ということ
です。確かに，今年 1 年を振り返ってみると，数多くのできなかったことや，やり
始めたものの途中でやめてしまったことなどが頭の中に浮かんできます。しかし，
最後までできたこともあります。その結果として今があると思います。 
 

「このような入谷っ子になってほしいな！」～年度始めに話した私の願い～ 

『いつも まなぼうとする子』・・・「進んで学習し，よく考える」       
「先生や友達の話をしっかり聞くこと」            
「自分の考えをはっきり話すこと」                        
「進んで読書したり，学校や家庭での学習に取り組むこと」   
『りりしく たくましい子』・・・「からだをきたえ，進んで働く」 
「自分のめあてを決めて体力つくりに取り組むこと」    
「健康や安全に気をつけて生活すること」           
「自分の仕事に責任をもって取り組むこと」          
『やさしく たすけあう子』・・・「礼儀正しく，思いやりをもつ」 
「明るく返事やあいさつ，感謝の気持ちを伝えること」       
「友達の気持ちを考えて行動すること」           
「みんなと協力して仕事や学習をすること」          

 
通信表には，この３つの姿について，担任の先生方が，一人一人の頑張りをたく

さん見つけ，書いてありました。この後，担任の先生から渡される通信表を見て，
自分の評価と比較しながら，新たな目標を立ててください。   
『１７』これは，何を表している数字でしょう？明日からの冬休みの日数です。 

待ちに待った冬休み，楽しみですね。是非，この冬休みにしてほしいことが３つあ
ります。 
それは，お手伝いです。今もお手伝いをしている人は多いと思います。それは冬

休み中も続けてください。それに加えて，冬休みだからこそできる新たなお手伝い
をしてほしいと思います。 
また，冬休みは日本古くから伝わる行事や遊びにふれる機会があります。多くの

日本文化の良さを知ってほしいと思います。 
最後に，楽しい冬休みにするためには，一人一人が冬休みの生活のきまりをしっ

かり守ることが大切です。事故やけがのない楽しい冬休みを送りましょう。 
そして，平成３１年１月８日の３学期始業式には，72 人全員が元気に登校して

くることを楽しみにしています。     
                  



《１２月の職員会議で教職員に提示したことばです！》 
 

 

のことば・・・「人のふり見てわがふり直せ」 
                             

「親（父母）の教えは百人の教師の教えにも勝る」という格言
があります。幼い頃から日常生活の中で，事あるごとに言い聞
かされてきた親の言葉の中には，昔から言いならわされてきた
「ことわざ」に類するものが多くあります。 
私も，一昨年の１２月に亡くなった祖母から言われ続けてきた言葉が

「人のふり見てわがふり直せ」です。今でも祖母からのこの教えは私の
心を離れることなく，人生の指針になる大切な言葉でもあります。 
「人の行動の良し悪しを見て，自分の行動を反省し欠点を改めよ」と輸
すこの教えほど端的にしかも効果的に自他の行動を見つめさせる言葉は
他に見当たらないと私は思っています。この言葉に類する「朱に交われ
ば赤くなる」等と合わせて人の行動に目を向けさせ，正しい道を選んだ
り友人を選んだりする子供たちの判断力を養っていきましょう。 
    

 
 

 
 

年末年始には，長く受け継がれてきた伝統的な行事があります。 

伝統的な行事については，地域や各家庭で異なる面もあります。 

 日本の伝統的な考え方に，お正月には歳神様が家にやってくる 

ということから，年末に，家を綺麗にして迎え入れようと大掃除 

を行います。柱や障子の桟などに積もったほこりを取り払うこと 

を「すす払い」と言って，昔，いろりのあった時代の名残の言葉も残って 

います。また「一年の計は元旦にあり」と言われます。今年１年，どんな 

1 年にするか，どんなことに努力するか，併せて自分や家族の健康と安全，

日本や世界の平和をお祈りします。他にも「なぜ，おせち料理を準備する 

のか？」「七草粥を食べる習慣は？」など，新年を迎える日本には，様々な

習慣があります。是非，新年を迎えるにあたり，各家庭や入谷地区の伝統的

な新年の迎え方について話し合ってみるのもいかがでしょうか。 

最後になりますが，保護者，地域の皆様には，２学期の教育諸活動に対し

ご理解とご協力を賜りましたことに感謝申し上げます。 

子供たちは，明日から冬休み。家庭，地域の中での生活が 

始まります。安全で充実した生活ができますように，温かく 

見守っていただきたいと思います。 

皆様も寒い日が続きますが，健康にご留意されお過ごしください。 

 

 

 


